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起
こ
り
う
る
こ
と
へ
の
想
像
力
の
育
成
を

日
本
が
超
高
齢
社
会
に
な
る
こ
と
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
課
題
を
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
ば
国
立

社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
舟
に
よ
る
二
O
五
O

年
、
高
齢
化
率
三
六
%
、
国
民
の
二
・
八
人
に
一

人
が
六
十
五
歳
以
上
と
い
う
推
計
値
。
高
齢
者
を

支
え
る
人
の
絵
と
と
も
に
、
社
会
保
障
費
の
負
担

に
関
す
る
社
会
科
の
授
業
で
用
い
る
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
自
分
の

課
題
と
し
て
考
え
る
で
し
ょ
う
か
。
む
し
ろ
、
保

険
や
税
へ
の
負
担
感
が
世
代
聞
の
不
公
平
感
に
つ

な
が
り
、
年
金
未
納
者
の
予
備
軍
育
成
と
い
う
皮

肉
な
結
果
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
齢
化
の
問
題
の
学
習
の
困
難
さ
は
、
負
担
を

教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
加
え
て
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
日
常
経
験
の
外
に
あ
る
こ

と
も
、
理
解
を
妨
げ
ま
す
。
生
活
実
感
を
と
も
な

肌刷一恰一年－

2
2
一
左
の
列
か
ら
限
に
数
字
を
み

宝一白川一ふ一色－

z
一

崎
一
似
一
則
一
1

一1
一
る
と
、
増
加
率
、
二
O
O
O
年

合－．
1
T
l
l
γ
l
ι
l上

相
一
肌
一
年
一
け
一
リ
一
の
一
般
世
帯
に
占
め
る
割
合
、

め－出－

m
－i
－t
一

日一
4
一
問
一
片
」
二
O
二
五
年
の
同
推
計
で
す
。

t
ー
－
、
J

－
l

．I
l

－
－

制
一
側
一
山
一
則
一
埼
玉
県
は
高
齢
者
の
単
独
世
帯

控
同
じ
L
の
増
加
率
が
二
六
三
・
夏
、
約

制
一
一
独
一
肌
一
三
・
六
倍
に
、
同
じ
く
夫
婦
の
み

附
一
一
単
一
刻
一
の
世
帯
が
約
二
・
三
倍
、
と
も

に
全
世
帯
に
占
め
る
割
合
が
一
二
・
二
%
な
の
で
、

あ
わ
せ
て
二
四
・
二
%
。
要
す
る
に
、
四
軒
に
一

杯
が
単
独
か
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
の
家
庭
に
な
る

わ
け
で
す
。
こ
こ
で
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
が
、
大

都
市
聞
は
い
ず
れ
も
大
差
あ
り
ま
せ
ん
。
問
題
の

深
刻
さ
が
よ
り
明
確
に
想
像
で
き
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
大
都
市
圏
は
よ
り
厳
し
い
現
実
が
ま
っ

て
い
ま
す
。
実
は
大
都
市
圏
以
外
で
は
、
既
に
現

在
、
単
独
と
夫
婦
の
み
の
高
齢
者
世
帯
が
全
世
帯

の
二
五
%
を
越
え
る
自
治
体
が
培
え
て
い
ま
す
。

都
市
に
出
た
子
ど
も
が
姉
ら
な
い
か
ら
で
す
。
そ

の
た
め
、
「
血
縁
」
に
か
わ
る
「
地
縁
」
に
よ
る

支
え
あ
い
の
仕
組
み
作
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
施
設
の
順
番
を
待
つ
人
は
多
く
、
住
み

慣
れ
た
地
を
離
れ
て
子
ど
も
を
頼
る
人
も
い
ま
す
。

そ
の
都
市
に
出
た
子
ど
も
た
ち
が
老
夫
婦
と
独

居
老
人
に
な
る
の
が
二
十
年
後
の
大
都
市
圏
で
す
。
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岡
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を
ど
う
取
り
上
げ
る
か

わ
ず
に
負
担
だ
け
強
調
さ
れ
れ
ば
、
負
担
を
避
け

た
い
と
思
う
の
が
自
然
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
高
齢
化
率
の
上
昇
は
避

け
る
こ
と
の
で
き
な
い
現
実
で
す
。
そ
れ
も
推
計

を
上
回
る
速
度
で
進
行
中
で
す
。
道
は
一
つ
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
負
担
の
理
由
と
具
体
的
な
錬
題
の

学
習
の
場
を
、
子
ど
も
の
日
常
生
活
実
感
の
延
長

線
上
に
創
り
出
す
こ
と
で
す
。
そ
の
手
が
か
り
と

な
る
も
う
一
つ
の
推
計
デ
l
タ
を
紹
介
し
ま
す
。

都道府県別高齢世務総数の縫移

高齢世帯総数
増加率

2000年 2025年 （%｝ 

埼玉 450 1052 133. 7 

千議 413 902 118. 6 

霊知 509 988 94. 3 

神奈川 642 1243 93. 8 

東京 1143 1971 72. 4 

大阪 746 1250 67. 6 

秋田 128 164 27. 9 

山形 122 149 22. 3 

世
苫峯z －ー・2

装璽

8自
主型
富島

宝事
字盤
七凱

の年催

公草
推 2
計 日
国本

地
縁
関
係
が
密
な
地
方
の
市
町
村
の
先
行
経
験
を

活
か
す
こ
と
は
困
難
で
し
ょ
う
。
四
軒
に
一
軒
い

る
一
人
か
二
人
で
生
活
す
る
高
齢
の
男
女
を
支
え

る
の
は
誰
で
し
ょ
う
か
。
血
縁
や
地
縁
に
か
か
わ

り
な
く
、
誰
も
が
参
加
可
能
な
支
え
あ
い
の
仕
組

み
を
新
た
に
創
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

人
里
離
れ
た
地
で
な
く
都
市
の
居
住
空
間
に
高

齢
者
の
た
め
の
施
設
、
支
援
セ
ン
タ
ー
、

N
P
O

法
人
な
ど
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
そ
の
仕
事
や
活

動
を
担
う
の
が
二
十
年
後
に
三
十
代
に
な
る
現
在

の
子
ど
も
た
ち
で
す
。
そ
の
た
め
の
準
備
は
職
業
、

生
活
習
慣
、
人
間
関
係
な
ど
日
常
の
全
て
の
領
域

に
及
び
ま
す
．
税
や
保
険
の
負
担
で
す
む
ほ
ど
甘

く
は
な
い
の
で
す
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
自
己
実
現

の
新
た
な
扉
を
聞
く
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

学
習
方
法
を
私
の
経
験
を
基
に
述
べ
ま
す
。

二
新
し
い
自
分
に
出
会
う
感
動
を

O
四
年
冬
、
秋
田
や
山
形
の
高
齢
者
を
支
え
る

人
た
ち
を
調
査
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

過
程
で
超
高
齢
社
会
に
必
要
な
資
質
能
力
が
「
心
」

「
技
術
」
「
知
識
」
「
仲
間
」
「
元
気
」
で
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
な
こ
れ
は
そ
の
ま
ま
総
合
に
託

さ
れ
た
課
題
と
考
え
ま
す
。
活
動
や
体
験
を
過
し

て
、
仲
間
と
元
気
に
技
術
や
知
識
を
学
び
、
未
来

を
生
き
る
こ
こ
ろ
を
培
う
わ
け
で
す
か
ら
。
問
題

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
）
か
ら
と
り
ま
し

た
。
左
の
列
か
ら
順
に
数
字
を
み
る
と
、
二
O
O

O
年
の
高
齢
世
帯
総
数
（
千
世
帯
）
、
二
O
二
五
年

の
推
計
、
増
加
率
（
%
）
で
す
。
世
帯
は
家
庭
と
み

な
せ
る
の
で
、
埼
玉
県
は
二
十
五
年
間
で
高
齢
者

の
い
る
家
庭
が
二
ニ
三
・
七
%
に
地
加
し
、
ニ
O
O

O
年
の
約
二
二
二
倍
に
な
り
ま
す
。
千
葉
、
愛
知
バ
神

奈
川
は
二
倍
前
後
。
東
京
、
大
阪
は
実
数
の
巨
大
さ

に
注
目
し
て
下
さ
い
。
他
方
、
秋
田
と
山
形
は
増
加

率
、
実
数
と
も
に
僅
か
で
す
。
両
県
は
現
在
最
も
高

齢
化
率
が
高
く
三
O
%
を
超
え
る
市
も
あ
り
ま
す
。

日
本
全
体
の
高
齢
化
率
で
は
想
像
で
き
な
い
現

実
が
見
え
る
で
し
ょ
う
。
大
都
市
圏
ほ
ど
厳
し
い

わ
け
で
す
。
さ
ら
に
問
題
は
世
帯
の
中
で
す
。
こ

の
推
計
に
は
高
齢
者
の
単
独
世
帯
と
夫
婦
の
み
世

帯
の
増
加
率
（
O
O
年
↓
二
五
年
）
や
一
般
世
帯

に
占
め
る
割
合
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
最
も
増
加

率
が
高
い
埼
玉
県
の
デ
！
タ
を
紹
介
し
ま
す
。

は
そ
の
活
動
内
容
、
体
験
の
場
、
順
序
で
す
。

ま
ず
デ
l
タ
か
ら
未
来
を
知
る
活
動
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
が
鍵
で
す
。
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

H
P
と
そ
こ
か
ら
入
れ

る
少
子
化
情
報
H
P
の
少
子
化
統
計
情
報
に
あ
る

「
将
来
推
計
人
口
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
・
小
地
域
簡
易
将

来
人
口
推
計
シ
ス
テ
ム
」
が
便
利
で
す
。
全
て
の

市
町
村
の
二
O
五
O
年
ま
で
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

や
高
齢
化
率
の
推
計
を
五
年
ご
と
に
図
示
で
き
ま

す
。
小
学
校
高
学
年
な
ら
操
作
可
能
で
す
到
。

次
は
身
近
な
施
設
の
訪
問
で
す
。
福
祉
や
生
涯

学
習
の
場
で
地
域
に
即
し
た
未
来
へ
の
準
備
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
元
気
に
学
び
運
動
す
る
人
た
ち

ゃ
ヘ
ル
パ

i
研
修
の
場
か
ら
、
先
の
五
つ
の
資
質

能
力
の
必
要
性
を
実
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。

最
後
は
介
護
の
現
場
で
す
．
た
だ
し
単
備
が
必

要
で
す
。
ま
ず
教
室
で
若
い
介
髄
土
の
諮
を
聞
い

て
く
だ
さ
い
。
介
穫
の
世
界
が
自
分
の
可
能
性
を

聞
く
感
動
を
語
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
介

護
士
か
ら
マ
ナ
！
と
技
術
も
学
ん
で
く
だ
さ
い
。

介
護
の
現
場
に
参
加
す
る
条
件
だ
か
ら
で
す
。
そ

し
て
よ
り
重
要
な
条
件
は
、
三
つ
の
活
動
を
教
師

が
事
前
に
体
験
し
、
負
担
を
新
た
な
自
己
表
現
の

楽
し
さ
に
転
換
す
る
モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
で
す
。
幻

。
馬
居
政
事
「
不
安
の
現
在
を
希
望
の
朱
来
に

l
少
子
高
節
社
会
を
妬

く
鍵
』
（
『
世
界
と
総
会
』
尾
崎
行
雄
記
念
財
団
－
ニ

O
O四
年
四
月
号
｝

a国
立
紘
一
保
隙
・
人
口
問
題
研
究
所
H
P
ア
ド
レ
ス

V80ミ
2
邑司

mZ0・智＼



． 
本
格
機
材
で
ニ
ュ
ー
ス
を
制
作

（
松
岡
町
立
御
陵
小
学
校

。。コ、内且
D
O
B
C口師一

｛串弔
問
町
立
南
部
中
学
校
土
田
修
穆
）

上
回
嘉
彦
）

-
・－－’ 環物に関わる人をあね、名古aタルクを肪問し‘インヲピコーを行っ

た．援物依存症と戦い続ける'fルヲ代表の赤!lqな告白に恩を呑む．

総
O

ロ
的
学
習
を
副
首

1
月
号

N
0

．
 
’In
x
U
勺

f

国
新
し
い
学
防
諾
ド
設
強
弱
湾
問

復供された機材の開封とほお風祭．

総合の現状

と私の改革

プラン 9 

敏
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
利
川
し
た
総
合
的
な
学
仰
を
：

上
回
嘉
彦
一
括
得
事
型
乞
別
館
に
す
べ
き

沼
沢
広
人

山
田
AH
Ar

仰
を
泊
し
て
f
ども
の
何
を

mう
の
か

：
嘉
納
英
明
－
教
師
の
駿
人
気
質
を
刺
激
せ
よ
・

：
：
・
：
千
々
布一敏弥

む
ち
占
禁
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
小
中
の
誌
を
・
備
本
線

一「
危
険
と
そ
の
躍
の
た
め
の
総
A
H

常
習
を
l

・
成
田
寛
二
郎

且
代
的
な
M
M叫凶に向合
A
H

う質問
H

・
他
刈
を
向
て
る
・
久
野
弘
幸

一
つ
け
た
い
力
を
明
磁
に
す
る
吉
野
和
植
民

教
科
符
の
学
制
日
成刷
用の舟柏崎
叫化と例
示
の
凡
必
し
：
・
溢
湾
文
隆
一

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
な
径
一
と
③
曾
⑫
院
さ

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
ど
う
取
り
上
げ
る
か
：
：
：
・
j
i－
－

－

：

：

j
i
－－－
j
i
－－：：
：
：
・
：
：
：
鳥
居
徹
也

食
古
川
の
問
題
を
ど
う
取
り
上
げ
る
か
；
：
：：

：

北

俊

夫

シ
チ
ズ
ン
シ
ッ
プ
を
ど
う
取
り
上
げ
る
か
；
：
：
：
：
：
：
：

：・
j
i
－－・：

・：：
；：・：
：
大
久
保
正
弘

金
融
川
削
を
ど
う
取
り
上
げ
る
か
；
：・
j
i
－－：・：：
j
i
－－：
：
：
：
：
・
：
j
i
－－：：・
j
i
－－－－
j
i
－－

猪
瀬
武
則

高
齢
化
社
会
の
問
削
閣
を
ど
う
取
り
上
げ
る
か
：
：
：
：：

：
：
：
：
：
j
i
－

－

・

：

：

：

：

馬

居

政

幸

KWN （キッド・ウイットネス ・ニコース）プロジェクト
？の、児童のVTRI置~風祭．

新
し
い
学
力
・
年
間
出
制
導
部
川
踊
・
将
仙
の
布
り
方
と
改
市
へ
の
制
Md
・－：：：
j
i
－－－

m藤
正
草
川
μ

ね
ら
い
と
改
日
中
へ
の
促
バ
：：－
j
i
－－：
j
i
－－：：
j
i－－
j
i
－－・：
j
i
－－
j
i
－
－
：
：
・
藤
井
千
車
笹
川
訓

縦
断
的

・
総
合
的
以
凶
と
改
ぷ
へ
の
U
J
i
－－・：
：：
j
i
－－・：：
j
i
－－－j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
沼
松
章
洋
加

興
味
・
附
心
に
基
づ
く
泌
姐
と
改
が
へ
の
川
Md
：
：：・：
j
i
－－：・
j
i
－
－
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
・
：
：
秋
山
誠
初

体
験
的
な
前
動
の
充
尖
と
改
孤
へ
の
総
J
：：：－
j
i

－－：：
：
：
：－
j
i
－－－：
j
i
－－：
：
：
：
：
：
平
賀
正
季
初

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
体
験
と
改
桜
へ
の
鎚
守川：
j
i
－－j
i－－・：
j
i
－－－
j
i
－－

j
i
－
－
：
岡
田
健
治

幻

グ
ル
ー
プ
・
巽
年
餓
集
団
と
改
革
へ
の
総
－J
j

i
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独
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ボ
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・学校でつくる総合のカリキコラム…田中｜尊之

．総合でする“食の｝受講陸”一栄養士との共同媛察・・:ii本員二

・学伎にピオ卜ーブをーどこにどうつ〈る向、．．閑lSllJ寸
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・子どもが燃えた総合の“定香モノ＆番外モノ”（リレー遼餓）…深谷圭助

．おもしろマップのっくり方・活かし方…寺本 潔

50 

・研究会窓内：英会館活動研究発表会 p.37 

第A回全国学校飼育動物研究会

全国大会 p. 45 
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4 いじめに正対する紋脊 ・どん砂方法があるめか
松店前lt9／担11谷和l滋／）＇J＇板前司


